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保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

                         令和 2年 12月 23日 （直 営）                             

 

＊添付書類（写真以外） 有 ○無  

＊時系列で報告してください 

 

 

 

 

 

 

報告者 ねむの木保育園 園長 飯田 聡子 

発生年日時 令和 2年 12月 23日 （水）   14時  50分 

発生場所 
調理室 

園長の所在 

 

■  在園 

 □  不在 

子どもへの提供  □  有   

■  無   

喫食（子どもへの

提供有の場合） 

 □  有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 〇 その他  

内容 14：50 午後のおやつ「芋ぼた」の検食の際、調理員から通常より軟らかい

仕上がりであると報告を受けた。 

検食をしたところ、ドロドロの状態で、硬さが無く、上あごに張り

付くような粘りがあった。補佐、保育士も試食し、１歳児には飲み

込む時の困難さがあるという見解で、園長が提供出来ないと判断し

た。 

対応 

 

 

14：55 再調理するための食材はなかったため、芋ぼたの提供を中止し、牛 

乳のみ提供した。 

     

保護者に向けて、芋ぼたの提供中止を掲示した。 

原因 さつま芋、もち米を一緒に炊飯器で炊く際の水分量を間違えた可能性、さつ 

ま芋の水分が多い品種だった可能性が考えられる。 

今後の対策等  ・献立表に適正な水分量の記載を栄養士に依頼。  

 ・さつま芋ともち米を別で加熱してから、つぶして混ぜ合わせるという工

程に変更する。 

・いつもと違う状態に気付いた時点で、園長に報告、相談するよう再徹底

する。 



                                        

 

 

 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

                         令和 3年 1月 6日 （直 営）                             

 

＊添付書類（写真以外） 有 ○無  

＊時系列で報告してください 

 

 

 

 

 

 

報告者 ねむの木保育園 園長 飯田 聡子 

発生年日時 令和 3年 1月 6日 （水）   11時 20分 

発生場所 
保育室 

園長の所在 

 

■  在園 

 □  不在 

子どもへの提供  ■  有   

□  無   

喫食（子どもへの

提供有の場合） 

 ■  有 

 □  無 

責任の所在 保育園 ○ 製造業者 ○ 委託業者 〇 その他  

内容 11：20 1歳児（女児）が口をもぐもぐしている所を正面から見守っていた保育士が  

    口から細長い物が１㎝程度突き出ていたのに気づき、子どもも違和感がある表情

をしていたので、つまんで引っ張り出した。２ｃｍ程度の長さがあり、硬かった

ので、すぐにチーフに報告し異物を見せた。 

クラスのチーフ保育士が、「子どもが食べていて、口から出てきました」と言

って、異物を職員室に持ってきた。    

対応 

 

 

 

11：21 しばらく園長、補佐で異物を見て、調理員にも報告し、異物を見せたが 

何かは特定できなかった。 

11：22 全クラスの喫食を停止し、確認した。 

同じような異物は発見されなかったが、喫食は中止した。 

11：25 栄養士に、異物発見の電話をして、喫食中止と、異物の写真を送る事を伝達。

異物を直接 市役所に持って行くので確認をして欲しいと依頼した。 

12：00 園長が、異物を紙に貼り付けて、栄養士に渡した。 

原因     異物が何か特定できていないので、なぜ混入したかも推測できない状態。 

今後の対策等  ・調理員は、食材の目視、触指等を、今まで以上に念入りに行う。 

 ・保育士は、子どもの喫食中の様子は、今まで以上にしっかりと見守りながら観察

し、異変があればすぐに確認、対処する事を、引き続き行っていく。 



 

 

 

 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

                           令和 3年 1月 19日 

                             （メフォス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊添付書類（写真以外） 有 ○無  

＊時系列で報告してください 

 

 

 

 

 

報告者 米子市小鳩保育園 園長 亀尾 祐子 

発生年日時 令和 3年 1月 19日 （火）   13時 50分 

発生場所   事務室 園長の所在 

 

■  在園 

 □  不在 

子どもへの提供  ■  有   

□  無   

喫食（子どもへの

提供有の場合） 

 ■  有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 ○ その他  

内容 13時 50分 午後のおやつ「黒ごま・きな粉サンド」の調理時、パンの数が

足りないことに調理員が気付く。 

13時 52分 調理員は、すぐに園長に報告をする。 

 

対応 

 

 

 

 

13時 55分 さんれいフーズに追加を出来ないか電話したが、この日は棚卸

で不可能とのことだった。 

14時 03分 栄養士と協議し、3歳以上児は規定量の 1人あたりパン 2個で

はなくパン 1.5個。（3歳未満児は規定通り 1人あたりパン 1個）

で提供をする。 

保護者には、玄関掲示をして伝える。 

 

原因 

 

発注時や納品時、調理前日、当日、調理員同士で食材や納品個数のダブルチ

ェックを行っているが、計算式まではダブルチェックをしていなかった。発

注時の計算が違っていたので、調理するまで個数の不足に気付かなかった。 

 

今後の対策等 今まで通り納品時及び、前日の食材確認のダブルチェックに加えて、発注時

の計算（個数等）も必ずダブルチェックを行い再発防止に努める。 

 



 

 

 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

                           令和 3年 2月 22日 

                               （ メフォス ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊添付書類   有  ○無  

＊時系列で報告してください 

報告者    米子市南保育園 園長 川島 由美子 

発生年日時 令和 3年 2月 22日 （月）  午前 11時 40分 

発生場所   保育室 園長の所在 

 

  在園 

 □  不在 

子どもへの提供    有   

□  無   

喫食（子どもへの

提供有の場合） 

   有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 ○ その他  

内容 11：40 未満児室で給食を提供し、保育士も一緒に喫食していた。保育士が

食べたマカロニサラダに硬い異物があることを感じたため口から出

してみると、長さ５ミリ程度・幅２ミリ程度の黒くて硬いつるっと

したプラスチック片の様なものが出てきた。 

対応 

 

 

 

 

11：42保育士より報告を受けすぐに喫食を停止するとともに、調理室に異物

を持っていき、調理員と確認をして原因となるものがないか調べる。 

未満児室での給食はほとんど終わっている状態であったが、残ってい

るものについては喫食を停止。３歳児クラスも途中まで食べていたが

喫食停止。４・５歳児はこれから食べ始まるところだったので、マカ

ロニサラダの提供は中止した。 

11：50子育て支援課に報告をする。 

11：55サラダを食べたクラスからは、重複する異物確認の報告はなかった。 

原因 

 

調理器具等を確認するが、黒いプラスチック片に該当するものがなく、破損

等見当たらず原因不明。 

保育室も確認をするが、保育室内や異物混入を確認した保育士の箸・弁当等

にも該当するものがなかった。 

再度調理室への確認(各クラスより返却されたやかん・鍋等確認)とワゴン・

未満児保育室も再度確認を行なう。原因となるもの確認できず。 

今後の対策等 調理担当者は日頃より厳重な目視と異物混入を防ぐ対応をしているが、この

度の異物は何からどのようにしてどのタイミングで混入をしたのか、調理

室・保育室全てチェックを行ったが該当するものが見当たらず、詳細がはっ

きりとしない状態であった。 

今後もさらに調理室での安全確認を厳重に行うとともに、保育室においても

給食提供を行う環境を常にきれいにし、再び異物混入の事故が発生しないよ

うに心がけていきたい。 


